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国、自治体の有識者やアドバイザーなど
金沢大学、琉球大学等で非常勤講師も

2013年の国内シビックテックの誕生から
現在まで数多くの団体に関わりながら

その発展を見てきました
現在は地元石川以外に沖縄、栃木に特に力を



Q. シビックテックとは？



Civic（市民）がTech（技術）を使って 
地域や身近な困り事を解決すること





2012年夏より準備を始めて 
2013年5月　Code for Kanazawaを9人で設立 

日本で初めてのシビックテック（Code for）コミュニティ 
※Code for Japanは2013年10月 

2014年2月28日　一般社団法人化 
現在 100名以上のプロジェクトメンバーで石川県全域をカバー



先進事例：Code for America



冬に雪が積もり消火栓が見えなくなることを防ぐために「消火栓マップ」を 
市民が共有し、有志で世話をする消火栓を分担するというもの



こんなこと困ってる！

市民

こんなの 
あったらいいなぁ～

市民

自治体

… 
（全部はやることできない

なぁ）

市民

みんなで考えて 
みんなで解決しようよ

エンジニア デザイナー プランナー

市民参画型で課題の解決法を考え、ICTで実現する



日本には数多くのシビックテック団体がある
（Brigade登録数86：活動状態はそれぞれ）



2013年9月 5374（ゴミナシ）リリース 
北海道から沖縄まで140都市以上に拡大



11年前の開発風景



特徴１ 
ゴミをいつ捨てればいいかが 
色分けされて一目で分かる 
（金沢市は四種類のゴミ）



特徴２： 
どのゴミがどういう種類のゴミ 
かはタップすればすぐに分かる



プログラムをGitHubで無料公開（オープンソース） 
全国140自治体以上でコピー　自治体公式版も 
黎明期はシビックテック教材のように



Code for Japan Summit（主催：コード・フォー・ジャパン） 
2014年から開催する全国規模のシビックテックイベント 

写真は2019年開催時 1000人以上が参加した 
千葉での開催



CIVIC TECH FORUM（主催：シビックテックジャパン） 
「集まれ、全国のシビックテックプレイヤー」 

2015年から開催する全国規模のシビックテックイベント 

写真は2019年開催時 350人以上が参加した 
場所はGoogle 六本木ヒルズオフィス



1/1 16:10 能登半島地震（M7.6）発生 
1/3 能登半島の知人友人に連絡 
　「全容が分からない、被災状況を知りたい、共有したい」と 
　　いう声が多い（情報の断絶がいかに苦しいか） 
　　同時に全国から「力になりたい」という声も集まる 
1/4 facebook上に全国シビックテッカーが集まるシビックテック支援、 
　　情報共有のための災害情報共有の両グループをCfK主導で設置



1/4 グループ作成後もニーズは刻々と変化 
1/5 電話やネットが繋がらない、 
　　キャリア情報通りではない 
　　という話を現地の方から確認 
1/6 CfKメンバーで災害支援に関心が 
　　あるメンバーでPJチームを発足 
　　1. Yahoo!防災アプリの活用を促そう 
　　2. 通信状況を市民自身が知らせるア
プリ提供をしよう！ 
 
→「能登半島地震コネクトマップ」を
CfKで数時間で作成リリース



1/7 午後には拡散 

1日程度で多くのシビックテッカーや
能登半島地震に関心がある方に関心
を持っていただけた 

たくさんの方々のご協力も拡がる



山口陽子さん
 (Code for Kusatsu）



1/7～2/2までのデータ登録1275件 
（内オープンデータ公開 994件） 

公開中「現地での支援活動に役立った」等の声を多数いただく



シビックテックを10年以上全国で見てきて
• テックは主役ではない 
→テックは道具（どんどん民主化している）、市民と課題が主役 

• 多様性が大事 
→社会は多様、そういうコミュニティ作りが必要 
　もちろん行政の方々も分け隔てなく参加してもらう 
　みんな最後一人一人は、その地域の市民！ 

• 持続性への課題 
→個人ではなくコミュニティの力が大事、でもメンバー固定/不足問題 
　イベントだけやっている、プロダクトリリースできない 
　お金がないとやれない、やる気が続かない等 
　 
　Code for Kanazawaモデル（新陳代謝高く、モチベーションを 
　別のところに）のチャレンジ、啓蒙 
　企業の参加、他者との協働事業、地域で支えるエコシステムを　



（参考）シカゴの事例：地域全体で社会課題を産業化するエコシステムを

行政　　　　　　オープンデータ推進、市民との協働促進 
スマートシカゴ　地域におけるシビックテックの推進 
財団/企業　　　 資金的な支援や自ら事業化

このエコシステム構築が地域xシビックテックの活路



コミュニティ / 大学等 
（非営利セクター）

政府/自治体 
（公共セクター）

企業 
（営利セクター）

市民がテクノロジーを活用して社会課題解決していく社会の構築 
- 社会の仕組みが新しく変わろうとしている -

市民



コードで世界をHappyに
Code for Kanazawa


